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いて研究をすすめた。その理由として X染色体上には 1)X linked Ichthyosis (責任
遺伝子STS)をはじめとする精巣腫療に比較的高感受性を示す疾患群の責任遺伝子がい
くつか存在していること、 2)XXY核型を示すKlinefeltersyndromeで脹細胞腫療の発
生頻度が高いこと 3)Cancer Testis antigensなど精巣特異的抗原がX染色体上にはク
ラスターとして数多く存在すること、 4)Xq27上に家族性精巣腫療の候補遺伝子座






的に検討した。 X染色体上の CTA遺伝子として脇信白λAfAGEほん GAGE.PAGE-1， 





















3. Klinefel ter syndromeに発生した小細胞癌の細胞株を樹立し Klinefelter 
syndrome(XXY)における腫療発生メカニズム解析の為の重要な研究材料を得た。
